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量子情報処理では、離散変数(DV)に基づく研究と、連続変数(CV)空間における量子状態の構造

に基づく研究の 2 つの主要な方向がある。これら 2 つのアプローチを統合することで、それぞれ

の固有の制限を克服し、新たな可能性を見出すことができる。ここでは、このような DV-CV ハイ

ブリッドアプローチを超伝導カーパラメトリック発振器(KPO)に適用することで、2 つの簡単な方

法でシュレーディンガーの猫状態のペアをエンタングルさせることができることを示す。最初の

方法は、フォック状態基底のベル状態 (DV 符号化) とキャット状態基底のベル状態 (CV 符号化) 

との間のエンタングルメント保持および決定論的変換を含む。この方法により、もともとフォッ

クステートベース用に開発された従来のスキームを使用して、キャットステートベースで量子ネ

ットワークを構築できる。2 番目の方法では、iSWAP ゲート操作をフォック ステート エンコー

ドに使用される手順に従って２つの猫状態間で実装する。CV エンコーディングでのこの DV のよ

うなゲート操作は、KPO システムにおけるユニバーサル量子ゲートセットのデモンストレーショ

ンである。ボゾンモードでのこれまで実現された SWAP ゲートと比較して、本ゲートはより高速

で単純なゲート操作になっている。 
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